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1 テーマ

生徒に優しい数学の資料作り

2 背景

　私は数学教師を目指している。教師として

の目標としては生徒に数学を得意になっても

らうことが目標ではなく、好きになってもら

うことが一番の目標である。私は数学が好き

ではあるが得意ではない。webで高校数学のア

ンケート調査が行われていた。内容は数学を

好きか嫌いか、得意か不得意かなどであった。

結果を見てみると、数学を嫌いな人よりも苦

手な人が多かった。私は嫌いの原因を考えて

みるためにまず自分の環境を調べてみた。私

は、先生の授業を聞いて問題を解くことはで

きるが、家で教科書を見て解こうとすると時

間がかかってしまったり、解けないというこ

とがある。私は、生徒が数学を嫌いな原因が、

数学の教科書にあるのではないかと感じた。

実際に数学の教科書は学生にとってとても理

解しにくく、基本はできるが応用ができない

というのが現状であり、苦手意識を作ってい

る。そこで応用の導き方の見本を作ることに

よって応用力と共に数学の苦手意識を克服す

ることができると考えた。教師になるために

一番に考える点が生徒に理解というところで

あり、また優しい数学の資料作りをすること

によって分かりやすく数学を教える力を高め

るというところがテーマの背景であり動機で

ある。

4 研究の方法

・教科書の問題を解く。

・教科書の分かりにくい点や工夫した方が

　良い点を考え、打ち込む。

・gunplot を利用し、図やコメントを作成する

・　TeXwoks で資料を表示させる。

5 研究の成果

・教科書は数式や定義に至るまでの道のりを

　省略してため、省略した部分を追加すると

　理解度が増すことが分かった。

・グラフや文章を階段のように少しずつ順序

　立てて説明すると,はるかに分かりやすいこ

　とが分かった。

・教科書にはないオリジナルのコメントをい

　れることにより、教科書より目を通しても

　らえうことが分かった。

・研究を通してどんな資料が好きになっても

　らえるかまだまだ研究不足であった。少な

　くとも興味を持ってもらうことが大事では

　ないかと分かった。
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6 反省点

・一部のグラフの作成ができなかった。

・教科書との違いが少ない。

・研究範囲の一部しか作成ができなかった。

7 今後の課題

・視覚的に見やすくできる工夫を追加する。

・わかりやすいマークや矢印など入れる。

・イラストやアニメーションなどを入れ、

　興味を持ってもらうことを目標に考える。
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